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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第２四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第２四半期 2,344 2.7 37 462.9 55 170.0 35 48.0

24年３月期第２四半期 2,283 △6.5 6 － 20 － 24 △86.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第２四半期 2 39 －

24年３月期第２四半期 1 62 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第２四半期 5,180 2,917 56.3

24年３月期 5,613 3,000 53.5

(参考) 自己資本 25年３月期第２四半期 2,917百万円  24年３月期 3,000百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 － － － 2 00 2 00

25年３月期 － －

25年３月期(予想) － － －

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,700 △1.0 60 12.1 80 △1.7 70 △38.1 4 66

soum
FASF会員マーク



  

 

 
(注) 当第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区分するこ

とが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料４ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」をご覧下さい。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

2.平成25年３月期の配当金につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業推移や業

績見通しを勘案の上で、決定次第速やかに開示を行う予定です。 

  

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 有

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期２Ｑ 15,400,000株 24年３月期 15,400,000株

② 期末自己株式数 25年３月期２Ｑ 378,440株 24年３月期 377,309株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 15,022,536株 24年３月期２Ｑ 15,024,059株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期累計期間のわが国経済は、欧州金融危機や長期化する円高などのほか中国経済の減速も懸

念され、先行きが不透明な状況で推移しました。 

このような情勢のもと、当第２四半期累計期間の売上高は、23億４千４百万円となり、前年同期に比べ

６千万円、2.7％の増収となりました。 

一方、売上原価は、減価償却費や動力費が減少したものの、荷役関係諸払費や設備修理費が増加したこ

とから、21億１千１百万円となり、前年同期に比べ５千３百万円、2.6％の増加となりました。販売費及

び一般管理費につきましては、諸経費の節減に努めたことや人件費の減少などにより、１億９千５百万円

となり、前年同期に比べ２千３百万円、10.8％の減少となりました。 

この結果、当第２四半期累計期間の営業利益は３千７百万円となり、前年同期に比べ３千万円、

462.9％の増益となりました。経常利益は、受取配当金の収受などにより５千５百万円となり、前年同期

に比べ３千４百万円、170.0％の増益となりました。 

四半期純利益につきましては、減損損失１千４百万円を特別損失に計上したことから３千５百万円とな

り、前年同期に比べ１千１百万円、48.0％の増益となりました。 

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。 

コークスほか一部の貨物で荷役数量が減少したものの、石炭とイルメナイトの荷役数量が増加したこ

とから、総荷役数量は212万トンと前年同期に比べ58.8％の増加となりました。これに伴い関連する海

上運送や保管業務の取扱数量も増加しました。 

以上により、ばら貨物セグメントの売上高は11億９千１百万円となり、前年同期に比べ２億２千１百

万円、22.9％の増収となりました。 

石油類は、燃料用の白油と重油の取扱数量が減少しましたが、発電用の重油と工業原料油の取扱数量

が増加したことから、売上高はほぼ前年同期並みとなりました。化学品類は、取扱数量は減少したもの

の、新規貨物の取扱いを始めたことにより、わずかに増収となりました。 

以上により、液体貨物セグメントの売上高は６億３千万円となり、前年同期に比べ６百万円、1.1％

の増収となりました。 

危険物倉庫は、ほぼ前年同期並みの売上高となりました。低温倉庫は荷役業務で減収となりました。

冷蔵倉庫は取扱数量の減少により減収となりました。食材加工施設は保管料収入の増加により増収とな

りました。 

以上により、物流倉庫セグメントの売上高は５億２千２百万円となりました。前年同期に比べると、

昨年の７月に事業から撤退した第２低温倉庫の収入の減少が大きく影響し、１億６千７百万円、24.3％

の減収となりました。 

  

当第２四半期会計期間末の総資産は51億８千万円となり、前事業年度末に比べて４億３千３百万円減

少しました。これは現金及び預金や受取手形及び売掛金が減少したことや、投資有価証券が時価の下落

により減少するなどしたことが主な理由であります。 

負債合計につきましては、長期借入金等の有利子負債や支払手形及び買掛金が減少するなどしたこと

から、前事業年度末に比べて３億５千万円減少し、22億６千２百万円となりました。 

純資産合計につきましてはその他有価証券評価差額金の減少などにより前事業年度末に比べて８千２

百万円減少し、29億１千７百万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（ばら貨物セグメント）

（液体貨物セグメント）

（物流倉庫セグメント）

（２）財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況
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キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは２億１千３百万円

の資金増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローでは６千７百万円の資金減少となりまし

た。財務活動によるキャッシュ・フローでは２億３千６百万円の資金減少となりました。これらの結

果、当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は６億２千７百万円とな

り、前事業年度末に比べて９千万円減少しました。 

営業活動によるキャッシュ・フローでは、２億１千３百万円の資金増加（前年同期は４千７百万円

の資金増加）となりました。これは仕入債務の減少額が１億７百万円、前事業年度末に未払であった

修理維持費の支払等によりその他の営業活動による資金の減少が６千１百万円となるなどしたもの

の、税引前四半期純利益が３千９百万円、減価償却費が１億８千３百万円、売上債権の減少額が１億

３千９百万円となるなどしたことが主な理由であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出を６千８

百万円行ったことなどから６千７百万円の資金減少(前年同期は４千７百万円の資金減少)となりまし

た。 

財務活動によるキャッシュ・フローでは長期借入金の返済による支出が２億３百万円、配当金の支

払額が２千９百万円あるなどしたことにより２億３千６百万円の資金減少(前年同期は２億２千３百

万円の資金減少)となりました。 

  

平成24年10月22日に第２四半期累計期間の業績予想についての修正を公表いたしましたが、通期の業

績予想については平成24年５月15日に公表した当初の予想値に変更はございません。 

  

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（３）業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純

利益はそれぞれ2,218千円増加しております。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 717,480 627,136

受取手形及び売掛金 533,531 393,734

有価証券 25,020 25,006

貯蔵品 18,025 18,196

その他 67,768 72,438

貸倒引当金 △9,773 △6,727

流動資産合計 1,352,052 1,129,786

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,463,103 1,384,669

構築物（純額） 398,497 406,840

機械及び装置（純額） 498,902 478,150

その他（純額） 76,204 99,304

有形固定資産合計 2,436,707 2,368,964

無形固定資産 192,922 189,906

投資その他の資産   

投資有価証券 1,257,183 1,139,949

その他 374,862 351,769

投資その他の資産合計 1,632,046 1,491,718

固定資産合計 4,261,676 4,050,589

資産合計 5,613,728 5,180,376

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 395,112 287,617

1年内返済予定の長期借入金 388,260 392,990

未払法人税等 2,916 6,233

賞与引当金 30,064 40,468

資産除去債務 － 11,042

その他 342,115 373,330

流動負債合計 1,158,467 1,111,682

固定負債   

社債 30,000 20,000

長期借入金 973,300 765,180

退職給付引当金 2,724 2,351

役員退職慰労引当金 83,274 80,514

環境対策引当金 68,591 63,896

資産除去債務 23,639 12,786

その他 273,181 206,015

固定負債合計 1,454,711 1,150,744

負債合計 2,613,178 2,262,427
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 770,000 770,000

資本剰余金 365,161 365,161

利益剰余金 1,650,319 1,656,203

自己株式 △53,673 △53,768

株主資本合計 2,731,807 2,737,596

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 268,742 180,352

評価・換算差額等合計 268,742 180,352

純資産合計 3,000,550 2,917,948

負債純資産合計 5,613,728 5,180,376
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 2,283,753 2,344,507

売上原価 2,057,602 2,111,480

売上総利益 226,150 233,027

販売費及び一般管理費 219,535 195,791

営業利益 6,615 37,235

営業外収益   

受取利息 941 905

受取配当金 18,544 16,628

受取家賃 4,134 4,199

その他 5,320 8,535

営業外収益合計 28,939 30,268

営業外費用   

支払利息 13,736 12,154

その他 1,342 61

営業外費用合計 15,079 12,216

経常利益 20,476 55,288

特別利益   

保険解約返戻金 4,996 1,954

特別利益合計 4,996 1,954

特別損失   

減損損失 － 14,070

固定資産除却損 1,511 3,649

特別損失合計 1,511 17,719

税引前四半期純利益 23,961 39,523

法人税、住民税及び事業税 1,827 4,836

法人税等調整額 △2,138 △1,241

法人税等合計 △310 3,594

四半期純利益 24,272 35,929
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 23,961 39,523

減価償却費 211,311 183,968

減損損失 － 14,070

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,263 △3,046

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,957 10,404

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,475 △373

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △41,552 △2,760

環境対策引当金の増減額（△は減少） △2,983 △4,694

受取利息及び受取配当金 △19,485 △17,534

支払利息 13,736 12,154

保険解約損益（△は益） △4,996 △1,954

固定資産除却損 1,511 3,649

売上債権の増減額（△は増加） 62,903 139,796

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,795 △171

仕入債務の増減額（△は減少） △24,627 △107,494

未払又は未収消費税等の増減額 32,217 4,218

その他 △181,280 △61,245

小計 61,175 208,509

利息及び配当金の受取額 19,561 17,612

利息の支払額 △14,221 △12,457

法人税等の支払額 △18,564 △272

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,951 213,392

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 － 20,000

有形固定資産の取得による支出 △62,913 △68,722

無形固定資産の取得による支出 △3,860 △200

投資有価証券の取得による支出 △30,000 △20,000

差入保証金の回収による収入 30,000 －

その他 19,184 1,729

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,588 △67,192

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △213,370 △203,390

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

リース債務の返済による支出 △359 △359

受入建設協力金の受入による収入 － 7,271

自己株式の取得による支出 △97 △95

配当金の支払額 △42 △29,932

財務活動によるキャッシュ・フロー △223,868 △236,505

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48 △37

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △223,554 △90,343

現金及び現金同等物の期首残高 757,060 717,480

現金及び現金同等物の四半期末残高 533,506 627,136
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

減損損失 

ばら貨物セグメントで野積場として使用する賃借地の一部について、賃貸借契約が当初の見込より早

期に終了することとなり、同賃借地に敷設した構築物を処分する必要が生じたことから、同資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額しております。 

回収可能価額は正味売却価額により測定しております。なお、これらの資産については売却が見込め

ないため、備忘価額としており、減損損失の額は14,070千円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）四半期損益計算書関係
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比較セグメント別売上高明細表 

４. 補足情報

セグメント

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 前事業年度

(平成23年4月～平成23年9月) (平成24年4月～平成24年9月) (平成23年4月～平成24年3月)

数 量 金 額 構成比 数 量 金 額 構成比 数 量 金 額 構成比

(千㌧・
(千円) (％)

(千㌧・
(千円) (％)

(千㌧・
(千円) (％)

千KL) 千KL) 千KL)

ばら貨物セグメント

 荷役業務 1,341 417,073 2,129 557,519 3,784 1,044,794 

 海上運送業務 274 218,398 378 286,467 632 490,127 

 野積保管業務 1,191 55,944 1,904 63,598 2,587 114,337 

 倉庫保管業務 186 83,515 190 95,128 372 167,858 

 陸上運送業務 119,896 108,762 244,120 

 その他業務 74,648 79,547 172,289 

計 969,477 43 1,191,023 51 2,233,527 47 

液体貨物セグメント

 荷役業務 424 121,106 354 116,569 819 238,046 

 保管業務 745 372,285 699 386,455 1,530 759,512 

 陸上運送業務 99,115 83,178 186,061 

 その他業務 30,728 43,835 60,030 

計 623,236 27 630,038 27 1,243,651 26 

物流倉庫セグメント

(危険物倉庫)

 荷役業務 18,890 18,612 37,450 

 保管業務 53,199 53,199 106,398 

 その他業務 990 990 1,980 

 小計 (73,079) (3) (72,801) (3) (145,828) (3)

(低温倉庫)

 荷役業務 250,613 245,155 487,396 

 保管業務 70,000 70,000 140,000 

 その他業務 360 360 720 

 小計 (320,973) (14) (315,515) (13) (628,116) (13)

(冷蔵倉庫)

 荷役業務 60,328 38,843 121,080 

 保管業務 72,041 50,230 145,251 

 陸上運送業務 14,025 3,171 32,604 

 その他業務 2,594 942 6,543 

 小計 (148,990) (6) (93,188) (4) (305,481) (6)

(第2低温倉庫)

 荷役業務 15,157 - 15,157 

 保管業務 80,651 - 80,651 

 陸上運送業務 9,406 - 9,406 

 その他業務 2,561 - 2,561 

 小計 (107,777) (5) (-) (-) (107,777) (2)

(食材加工施設)

 保管業務 39,387 41,194 80,582 

 その他業務 43 43 43 

 小計 (39,431) (2) (41,238) (2) (80,626) (2)

計 690,252 30 522,743 22 1,267,829 27 

その他

 保険代理業務 787 0 701 0 1,637 0 

合 計 2,283,753 100 2,344,507 100 4,746,646 100 

液体貨物セグメント

   品種別内訳

石油類 (359) (485,333) (78) (296) (488,022) (77) (708) (977,017) (79)

 白油 183 142,222 177 138,612 345 287,551  

 重油 153 159,800 67 170,522 304 325,649  

 工業原料油 14 162,908 24 152,517 36 320,340  

 アスファルト 7 20,401 26 26,369 21 43,477  

化学品類 (65) (137,902) (22) (58) (142,016) (23) (111) (266,634) (21)

計 424 623,236 100 354 630,038 100 819 1,243,651 100 
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